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Благодаря усилившемуся в последнее время интересу к 

религии в России активно проводятся исследования, 

касающиеся старообрядчества. Старообрядцами в России называли 

христиан, отказьпзавшихся принять реформу православного канона, 

проведенную в 1654 г. патриархом Никоном. В результате 

многолетних преследований и гонений последователи 

старообрядчества, желая сберечь свои традиции, стали вести 

очень уединенный образ жизни, практически не поддерживая 

связей с внешним миром. 

До сих пор существует не мало неясных моментов 

относительно уклада жизни и быта внутри старообрядческих 

общин. В данном исследовании предпринята попытка на основе 

анализа характерных: особенностей намогильных: плит и крестов в 

старообрядческих: поселениях северных: районов России сделать 

. вывод о связи старообрядчества и язычества. 

На севере России в районе, где прежде располагалось 

старообрядческое поселение Выговская община, бьmи обнаружены 

останки кладбища. Внимание российских: исследователей привлёк 

тот факт, что могилы старообрядцев бьmи украшены намогильньми 

домиками и намогильничками. Исследования показа.JЩ что традиция 

украшать могилы подобным образом сохранялась у староверов 

северных: районов России вплоть до 20 века. В других районах: на 

могилах обычно клали намогильные плиты и ставили кресты, 

аналогичные современны,~. Интересен таюке тот факт, что истоки 

надгробий подобного рода восходят к временам язычесrюй, до 

христианской Руси. Вместе с тем в надгробиях использовались и 

* Старообрядчество и язычество (И;1зу1>u1 J'v\иядзшш) 
• *j;;_[;&j;;_"JtвrШXШiJf't'ENti~:::f:f&)\l:lr,WJШ 
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104 古儀式派と異教信仰

Tpa且H皿 OHHhieaJieMeHThl xpHCTHaHCTBa, Ta皿 eKaK HIWHa H KpecT. 

TarrnM o6pasoM, B y6paHCTBe cTapoo6p幻('-leCIIBX MOrHJI Te CHblM 

o6pasoM nepeIIJieJIHCh CTaphle月3h四ecrrneTP皿血J,IDIH Heo⑬ eMJJeMhre 

aJieMeHTbI xpHCTHaHCTBa. HecOMHeHHO, rJiaBHO社 ueJIhro 

CTapoo6p5IJJ:'-IeCKHX 06皿 H 6邸 IOcoxpaHe皿 e B HeH3MeHHOM BHJJ:e 

TP皿皿血 HK狙!OHapyCCKoro且ope巾opMeHHororrpaBOCJiaB皿.BMecTe 

C Te狐 HeJih35IOTP皿 aTbTOT巾皿T,'-ITOCTapoo6p皿'-lee皿erroceJie呻

〇且HOBpeMeHHO5IBJI釦IHChxpaHIITeJI瓜m 几peBHepyccKoro只3h四eCTBa.

1 はじめに

古儀式派とは、 1654年ロシア正教総主教ニーコン (I605-81)が行った典礼の改革に

反対し、それまでの典礼方法を守り続けることを主張したロシア正教会の一派である。

ニーコンは、ロシア各地での典礼書や儀式の不一致、翻訳の誤りから生じた他の正教会

との差異を解消するために、皇帝の信任を得てロシア正教の儀式をギリシア風に改訂し

た。具体的には、それまで二本指で切っていた十字架を三本指に替えること、キリスト

の綴りを .rrcycから i.rrcycに改めること、八端の十字架から主に四端の十字架を用いるこ

となどであった。農民を中心に多くの民衆がこの改革を総主教独裁体制の強化、ロシア

の急激な西欧化とみなして反発し、古儀式派を支持したと考えられている。しかし、ニ

ーコンがこの改革に従わない信者をすべて破門にして厳しい迫害を加えたため、古儀式

派信徒は権力の手の及ばない深い森の中に逃れたり、自殺を図ったりした。

近年、ロシアにおいて宗教に対する関心が高まる中で、古儀式派についての研究も活

発化しつつある。しかし長年にわたる迫害の結果、古儀式派信徒は自らの信仰を隠し、

外部の者との接触をさける傾向にあることから、共同体内の生活や実態など未だ明らか

にされていない部分が多い。

本論文は、ロシア北方地方の古儀式派共同体，ヴィグ共同体周辺で制作された墓標を

とりあげ、そこにみられる異教信仰との関わりを分析することによって、古儀式派共同

体の実情の一端を明らかにしようとするものである。

2 ヴィグ共同体の概要と研究史

2. 1 ヴィグ共同体の概要I)

まずはじめに、今回とりあげるヴィグ共同体について簡単に触れたい。ヴィグ共同体

はニーコンの改革に反対して立てこもりを続けていたソロヴェッキー修道院陥落後の
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1694年、シュニガーの輔祭ダニール・ヴィクリチ、アンドレイ・デニーソフらが中心と

なって、白海沿岸地方（ポモーリエ）のヴィグ川流域に設立された。無司祭派に属し叫

修道院の形式をとり、共同体設立当初は結婚が許されていなかった。設立当初は 40人

ほどであった同共同体の人数も、ロシア各地から安住の地を求める古儀式派信者が集ま

って、わずか4年後には 2000人に達し、無司祭派の最大拠点の一つとなった。また同

共同体は文化面でも他の古儀式派共同体に類をみない繁栄を誇った。共同体には早くか

ら聖書の写本に従事する工房が存在し、読み書きを教える学校や、ニーコンの改革以前

の写本や様々な本を集めた図書館が設けられ、高い識字率を誇った。また高度な芸術性

を有するイコンや写本、鋳銅の十字架や折りたたみ式イコン、手書きのルボーク、木彫

りのイコンなどが独自のスタイルで制作された。同共同体はニコライー世からアレクサ

ンドルニ世へと受け継がれた厳しい古儀式派弾圧のなかで 1857年に強制的に閉鎖され

るまで、約 150年に渡って存在し続けた。

古儀式派迫害の中、ヴィグ共同体がこのように強固な共同体に発展したのは、二代目

共同体長アンドレイ・デニーソフの力量によるところが大きい。彼は当初より課題であ

った食料不足を解消するためにカルゴポリに土地を購入し農業を進める一方、白海の漁

業を活発化させた。文化面においてはロシア各地に共同体制作品の販売と写本の収集の

ための拠点を設けた叫また国家権力と折り合いをつけることにも力を注ぎ、ピョート

ル大帝が北方戦争のためにオロネツにたてた鉄工場で同共同体員が働く見返りとして、

古儀式派信仰を容認させ、共同体存続のために、歴代皇帝に貢物もした。しかし、なん

と言っても彼の功績は、それまで教養の低い人が信仰しているとされていた古儀式派信

仰に、神学的な根拠を与えたことにある。 1722年、シノド（宗務院）がヴィグ共同体の

指導者と宗教問答で対決するために、ヴィグ共同体に古儀式派のドグマと儀式に関する

106の質問を送りつけたのに対し、デニーソフが中心になって『ポモーリェの返答』

(I1oMOpCK1珀 OTBeT) を執筆して回答した。彼らは教会権力を否定し、古来の正しいキ

リスト教を守っているのは古儀式派であるということを、豊富な知識をもって証明した。

この『ポモーリエの返答』は、ヴィグ共同体のみならず、その後多くの古儀式派信者に

とって神学的基盤となった。

IIこの節はIOXHMemmE. M. CTpoo6pH邸 ecK⑬ CTOJI皿 aHa cesepe Pocc皿//HeH3Be CTH邸 PoccHH.

Ka-raJior BhlCTamrn:. TIMM., 1994を主に参照した。

2)無司祭派はニーコンの改革以後に叙任された司祭を認めず、教会の位階制度一般を否定した。一方、容

司祭派は、改革後の司祭も認め、国家教会側から破門にされた司祭を受け入れることもあった。

”ヴィグ共同体の拠点は、ペトロザヴォーツク、ペテルプルグ、モスクワなどの都市部にもあり、ニジ

ニ・ノヴゴロドといった他の古儀式派共同休との連絡も密であった。また、写本を集めてシベリアまで行

ったという。
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2. 2研究史

ヴィグ共同体の歴史に関する研究においては、実際に共同体のメンバーであったイヴ

ァン・フィリポフの『古儀式派ヴィグ共同体の歴史』4) に端を発し、几．オストロフスキ

— 5) や n. 「．リュボミーロフ6) らの概括的な研究があげられる。同共同体の研究はロシ

ア国外でも活発に行われ、 Rクラメイの『古儀式派信者とアンチキリストの世界』”が

知られている。また E.M.ユヒメンコが近年発見された古文書の資料をもとに新たな事

実を積極的に発表している凡

ヴィグ共同体の文化面に初めて注目したのは B.「．ドウルジーニン9)で、彼はイコン

や写本等ヴィグ共同体で制作された作品に高い芸術性を認めている。近年では同共同体

の写本や文学について同上のユヒメンコの研究が知られており、その他イートキナ 10)が

独自の文化である手書きのルボークについて、ヴィノクーロヴァ II)が鋳銅イコンについ

て論文を発表している。

しかし古儀式派の墓標については、これまで建築史についての著書で紹介される程度

であった。近年になって B.「I.オルフィンスキー 12)とn.n.メドヴェデフ 13)がカレリア

人の信仰との関わりでロシア北方地方の墓地についての研究を行っているが、古儀式派

の墓地に焦点をあてた研究は未だほとんどなされていない。埋葬儀式や墓標は、一般に

保守性が高く時代による変化を受けにくい分野の一つであろう。従って墓地に注目する

ことによって古儀式派の伝統や習慣の一端が明らかになることが期待される。そこで本

論文ではヴィグ共同体の墓地に注目し、異教信仰とキリスト教が与え

討する。

について検

41伽UIJIIITIOB11. I1CTOp加 Bh!I'OBCKO丘cTpoo6pl!耶 eCKO立nyCThIHJI.B 1rn.: OcTposc1皿几.Bh!I'OBCK3ll 
TIYCTIIHL II⑬ 3Ha'le皿 eBb IICTOpllll CTapoo6pl!U'!eCKOro pac1rnna. IleTp033B0只CK,1914. 
SI Q ・ CTpOBCI叩 U. YKa3. co可．
61 J1I06o皿 pOBIT. f'. 瓦II'OBC!We06呻皿TeJ!hCTBO.M., 1924. 
71 Crummy R. Old Believers and The World of Antichrist, University of Wisconsin Press, 1970. 

81 IOxm1emw E. M. BhiroBcKall CTpoo6pll且'!eCK⑬ TIYCTh!Hh. 珈 TepaTypaJI且YXOBH3llJKII3Hh. 

几IICCepT31.¥!IllHa CO!ICK3H!Ie y'leHOl! CTeneHJI且01nopa如JIOJIOrJI'lec1rnxH3YIL I1HCT!ITIITYT 
pycc1rn1I JIHTepaTyJ)!,r. CITE, 1994. 

91 JJ:pYJK!IH!IH B. f'. K !ICTOPIIII Kpe CT訊 HCKOroHCKYC CT Ba XVIII-XIX BeKOB B OnoHel(I{Ol! 
ry6epH皿.II I13BeCT皿細ane血血 HayKCCCP. 1926. 

IOI I1TO皿 HaE. 11. Pycc1呻 p1IC0B3H郎泊 ny6oKIWHl.¥3 XVIII Ha'lana XX Be1rn. M., 1992. など
Ill BHHOKyBa a. IT. 0 xy且OJKeCTBeHHOMHacnen皿 BhII'-JleKCIIHCKO立 crnpoo6pll且qeCKOl!nyCThlHH. II 
Crnpoo6pll訊 eCTBOB Poccmr (XVII-XVIII BB.) M., 1994. 

121 Op巾｀’IIHCI皿 IB. IT. HeKpOKYJihTOBhle coopy3eH1Ill POCCllllCKOro cesepa B KOHTeKCTe XPIICTII3HCKO-

ll3h四ec1rnroc!Ill1,peTJI3Ma. IIHapom1oe 30叩 eCTBO.IleTp033BO且CK,1994. 

13l Mensenes IT. IT. HeKpOKYJihTOBLie coop坤 Hill!Benm10pc1rnro IToMOPLll. IIHapo且HOe30且'!eCTBO.

ITeTpo3aBo且CK,1994. 
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3 墓標

図版 1 柱型墓標
の．カリーキン撮影

現在ヴィグ共同体の跡地にはなにも残されていないため、

写真と文献による資料に頼らざるを得ない。自身古儀式派

信徒で、古儀式派の美術蒐集家であった中.A.カリーキン

がその跡地で撮影した写真には大型墓上の家(H瑯 orn胚 Hhle

瓜0皿 rn) (図 2参照）と柱型墓標 (H血 orn血皿屯nm) (図

1)が写っている。ヴィグ共同体周辺以外の地域では現在

の墓地でみられるようなプレート型や十字架型の墓標が一

般的になる中で、この様な墓上の家や柱型墓標が同共同体

を中心とする古儀式派の墓地でのみ 20世紀初頭まで存在

していたことは興味深い事実である 14)。本章では、これら

の墓標について諸古文書館、美術館における調査 15) によ

り得られた結果に基づいて詳細に分析したい。

1910年ダニーロフ修道院跡

3. 1墓標の概要

M.Bクラソフスキーは、ロシア北方地方で

制作された木造の墓標を三種類に分類してい

る16)。すなわち大型墓上の家と小型墓上の家、

そして柱型墓標である。本論文ではまず、

が各古文書館で調査した 81枚、 201点の墓標に

ついて、 M.B.クラソフスキーの分類を用いて

その特徴を概観しておきたい。

はじめに大型墓上の家は、調査した中では最

も少ない 3点のみであった。ロシア北方の農家

図版2 大型墓上の家
屯カリーキン撮影
1916年オロネツ県ポヴェネツ郡

のような木造の建物で、壁は丸太を使用した場合と角材の場合がある。個人用の墓と考

えるには大型であることから、このタイプの墓標はある共同体や家族といった複数の人

のために建てられたと考えられている（図 2参照）。必ず、内部に出入りすることがで

きるように扉がついている。内部の壁には棚が設けられ、イコンや十字架が並べられて

いる。さらに、訪問者用にベンチが置かれている。

141 MaKoBeu皿 HI1. B. I1aMl!THlllm HapO).lHOro 30耶 ecTBapyrnoro ceBepa. M., 1995. C. 23. 
15)カレリア共和国写真古文賞館、サンクト・ペテルプルグ科学アカデミー古文書館、サンクト・ペテル

プルグ民族栂物館内写真古文瞥室の；資料を調究の対象とした。

161 KpacoBCI呵 M.B. Kypc ncTop1m pycCKon apxnTeKTYPhI. I1eTporpan, 1990. C. 124. 
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次に小型墓上の家だが、大型墓上の家を小型化したもので、壁など建物の構造は類似

図版 3 古儀式派の墓地

V1. ムロー撮影

している 17)。現在筆者は 47点を確

認しており、後述する柱型墓標と同

ーの墓地内に存在する場合もある。

このタイプは前述のものに比べて小

型であるため、個人用に設計された

と考えられる。家の形は直方体状、

屋根つき、二階建ての形などがあり、

多種多様である。また家には十字架

が併設される場合が多く、十字架の

形状も多様である。そしてしばしば
1935年ケミ共和国

前面の壁に小さな正方形、もしくは長方形の穴がある（図 3参照）。

最後に柱型墓標に関しては、最も多い 151点を確認している。形状は小型墓上の家に

併設する十字架と形状が似ており、柱の上部に屋根がついているものが多く、柱に設置

されている十字架や木彫りのイコンを雨や雪から守る役割を担っている。屋根の下に木

彫りの十字架が付いている墓標が 118点、ついていないものが33点確認された。柱の

形状は主に丸太状のものと（図4、左）、平板状のもの（図4、右）に分類される。調査

図版4 柱型墓標
マカリエフ撮影

1926年ケミ共和国

した柱型墓標では、柱が丸太状の墓標は装飾やつくりが簡

素な場合が多く、一方平板状の墓標は装飾が非常に繊細で

ある。また、同一の墓地内に丸太状の墓標と平板状の墓標

が混在している例もあり、丸太状墓標と平板状墓標の制作

された地域が異なるとは考えにくい。そのうち十字架の形

が特別なもの、すなわち十字架のすべての端が半円状にな

っている例が9点ある。小型墓上の家に設置される十字架

にも、 1例ではあるがこの十字架が用いられている。

以上であげたように、形も大きさも多様な墓標が調査を

通して確認されている。そしてこれらの墓標は、保存され

ている場所のみならず墓標自体が非常に興味深い。という

のも、それぞれの墓標にキリスト教の要素と、ロシアがキ

171建築史家メドヴェデフは 1979-1993年にロシア北方の白海沿岸地方を調在し、 143の諮地から 1907の
硲標を分析した結果、この小應諮上の家について詳細に述べている。彼によると、壁に丸太を使用した諮
の家は比較的初期のもので、時代がFると角材を用いるようになったという。 (MeuBe且eBTI. I1. Y1⑬ 3. 
CO'l. C. 90.) 
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リスト教を受洗する以前の自然信仰や祖先信仰といった、異教信仰の要素が混在してい

るからである。一見ヴィグ共同体と最も相容れないように思われる異教信仰の影欝がヴ

イグ共同体の墓標にみられることは、注目すべき事実であろう。

次に各墓標の異教信仰の要素と、その後のキリスト教化の影需について焦点をしほっ

て検討をすすめる。

3. 2墓標の異教的要素

まず大型墓上の家に関してであるが、この墓標はロシアのキリスト教受洗以前から存

在していた。故人を雨や雪、動物から守るという役割に加えて、故人が死後に生活する

場所が必要であるとの考えから、魂が落ち着くための場所として家の形をした墓標が建

てられた 18)。考古学調査では、

墓の周囲に犬や烏といった動物

の骨が埋められた穴が見つかっ

ており、いけにえの儀式が行わ

れていたことが明らかになって

いる 19)。そして近年まで故人の

肉親や子孫が食料や飲み物をも

って墓地を訪れ、故人と共に食

事をする伝統が残っていたとし

図版5 柱型墓標の変遷（①peflr.rnH. H. npHAOPO)t{HaR 
りaGOBHR-nepemHTOK APeBHe「o"no「pe6eHHR Ha 

" cron6ax Ha nyTRx. より）

ぅ20)。小型墓上の家の例ではあるが、 B.n.オルフィンスキーは墓地で食事がしやすい

ように、墓標の家の形が工夫された例をあげている 21)。

次に小型墓上の家は、ほとんどの場合家の壁の前面に穴があけられていることは前章

で述べた。この穴は、故人の魂が自由に家を出入りするための窓として作られたという

22)。さらに、窓が向いている方角の違いに注目し、 B.fl.オルフィンスキーはカレリア

181このように、故人の魂が死後に安息できる場所が必要であると考え、家と同じような形の酪標を作る

という習1ftは、ロシアのみならず、ヨーロッパ諸国にも存在していたという。また、骨壷の形が家屋や人
間の形である場合もあった。 (E. パノフスキー著、若桑みどり• 森田義之• 森雅彦訳「ふ苓の彫刻』哲学
苫房 1996年， p.10)

191 il>ponoB A. A. TTepe加 !Tlllill3b!'-Ie CTBa B 几peBHepyccKof1norp6aJihHOH o6pll皿 OCTH.II几peBHllll

PyCb. M., 1997. C. 285. 
201硲の食事で使った食器を硲で割るという習慣もあったという。これは、故人と生きている者の槻界と

のつながりを遮断するための象徴的な儀式であったという。ここから、故人が寂しがらないように硲を訪

問する一方で、故人から悪影評を受けることを恐れる様子が窺い知られる。 (il>pOJIOBA. A. Yita3. CO'l. 
C. 286.) 

211 Op伽 Hc1rnf1B. TT. Y1rn3. co'l. C. 60. 

221人間の肉体と魂を切り離して考え、死後つまり肉体が滅びた後も魂はさまよい続けるとし、魂が出入

りするための扉がつけられた棺を、エジプト王の硲にもみることができる。 (E. パノフスキー...p.14) 
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地方の太陽信仰の関与を示唆している 23)。

最後に柱型墓標は、 H.フレイマンは柱型墓標の起源が異教信仰時代の、祖先信仰にあ

ると指摘している 24)。古代ルーシでは、自らの氏族や集落を祖先に守ってもらうため

に、柱の上部に火葬に付した先祖の骨を入れた容器を据え付けて、村の入り口や交差点

におくという慣わしがあった。これがルーシのキリスト教受洗後、外観をキリスト教風

に変化させる過程においてイコンに先祖の骨がとってかわったという（図 5参照）。ほ

かにもメドヴェデフが柱型墓標とカレリア人の自然崇拝との関連や、サアミ人の埋葬儀

式との関連を指摘している 25)。

つまり、三種類ある墓標のすべてが異教信仰にその起源をもっていることが分かる。

また、これらの墓標周辺では近年まで異教信仰時代の伝統や習慣が特に長く保存されて

いた。そして異教信仰時代に制作されていたこれらの墓標は、ロシアのキリスト教受洗

後も受け継がれ、次第にキリスト教の思想が反映された墓標へと変化していった。そこ

で次章では墓標のキリスト教化による変化を分析することにより、ヴィグ共同体の宗教

意識について考察する。

3. 3墓標のキリスト教化による影響：墓碑イコンと小型墓上の家

大型墓上の家の内部に設けられた棚に木彫りのイコンが並べられ、その一部は十字架

の形をしていることは先に述べた（図 6参照）。この木彫りのイコン (pe3HhieHKOHbI) 

図版6 大型墓上の家の内部
①．カリーキン撮影
1913年オロネツ県ポヴェネツ郡

23) Op曲皿Cl呻 B.IT. Y1rn3. coq. C. 67. 

は柱型墓標にも数多く設置されていて墓碑イコ

ン (H狐 10口I.JlbHbieJlOC皿；訳「墓上の板」）とも

呼ばれる 26)。この墓碑イコンも墓標と同様、ロ

シア北方の古儀式派共同体のみで大量に制作さ

れたものである。まずイコンの構図に注目した

い。墓碑イコンの構図はほぽ一定で、八端の十

字架、ゴルゴダの丘、その中にアダムの頭、脇

に槍と杖が描かれる。そして「誉れ高き王 イ

エスキリスト 神の子」 (UaphCJiaBhI IC XC  

24) 剌pe枷 aHI-1 ITp皿 opm皿 allLJaCOBHll-nepe皿 TOK且peBHero"norpe6eHHll Ha CTOJI6ax Ha nyTllx." 
//CoBeTC!rnll iJTHOrpa伽 ll.T. 3. C. 90. 
25) MeuBe且eBIT. IT. HaMorHJihHble naMl!THHKH ITOMOpOB II HX CBll3b C Tpa)lHL(HllMH 

CTapoo6pll)l'ieCTBa. //Bh!rOBCitall ITOMOPC!tail nyCTh!Hh H ee 311a<1em1e B HCTOPHH pycc1rnf1 

KYJihTYPhI. ITeTp03aBO几CK,1994. 

26)墓碑イコンについては宮崎衣澄「古儀式派の墓碑イコンをめぐって」（大阪大学大学院修士学位（言語
文化学）論文、平成 12年）参照。
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CblHh bQ)K泊） 27)の文字が独特の略語で十字架の横木やその周囲に配置され、ゴルゴダ

の丘 (ropaI'oJiro巾a) はその頭文字rr、アダムの頭 (roJIOBaAr. 皿m) はI'A、さらに

されこうべの場所 (MeCTOJI06Hoe pa社 6h1n) のMJIPE、ギリシア語で勝利を意味す

るH皿 a、槍と杖 (KOITheTpOCTh) はKTと略される。槍は、ヨハネの福音書で、キリ

ストが傑刑に処せられた後兵士の一人がイエスの脇腹を刺した槍を象徴し、杖は海綿に

酸い葡萄酒を含ませてキリストに飲ませようとした棒を表している。このようにイコン

の基本的な構図は一定で、筆者が各美術館で調査した墓碑イコン約 280点のすべてにほ

ぽ共通している。つまりこれらのイコンはキリスト傑刑をシンボル化したある型に基づ

いて制作されたものと考えられよう。ではなぜ古儀式派共同体でキリスト傑刑を描いた

イコンが大量に制作されたのだろうか。おそらくそれは古儀式派信徒が負った数々の困

難によるものだろう。古儀式派信徒はニーコン以前のロシア正教を信仰しているために

現世では様々な迫害にあい、自らの信仰を守り続けるためには多大な苦しみを負わねば

ならなかった。そのため彼らは自らの困難な境遇をキリストのそれと重ね合わせて、現

世での迫害を真のキリスト教徒たるための試練と考えていたのではないか。

また、キリスト傑刑はキリストの受難と共に復活のシンボルでもある。この復活と関

連して古儀式派信徒の間には黙示録の思想が深く浸透していたことが思い起こされる。

当時総主教ニーコンによってビザンチンから脈々と受け継がれてきた正教の伝統が突然

改革され、さらにピョートル大帝が生活全般にわたって急速に西欧化策を押し進めたた

めに、ピョートル大帝をアンチキリストとみなしこの世の終わりは近いとする考えが特

に古儀式派信徒の間に広まっていた。そのため古儀式派信徒ば焼身自殺をすることに恐

れを抱かなかった。無司祭派の一部が結婚を認めなかったのも、終末が近いから子孫を

残す必要がないと考えたからであろう。つまり、古儀式

派信徒は現世の苦難のために真のキリスト教世界で復活

することを願う気持ちが強かったと考えられる。十字架

のイコンにはこのような復活への願望を込めているので

はないだろうか。またこれらのイコンは墓碑用に制作さ

れたものであり、故人の復活が切なる願いとして込めら

れていることは想像に難くない。

その他キリスト教の影評がみられる例としては、小型

墓上の家における家の形が興味深い。大型墓上の家のよ

うに普通の家を縮小した形に加えて、二階建ての家の形

271 Uaph CJiaBbIの代わりに !HUIと科いてある例もある。

図版7 小型墓上の家
A-K. ソロヴョフ撮影
1911年アルハンゲリスク県
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をしたものがあり、前面からみると上部の十字架とあわせて、ゴルゴダの丘に十字架が

立っているようにみえる 28) (図 7参照）。家の形がゴルゴダの丘に似ている例としては、

木を組み合わせてなだらかな半円を描いているものもあり、これも丘に見せるために作

られたのではないかと思われる 29)。残念ながら調査した墓標の制作年代が不明であるた

めに、小型墓上の家の時代ごとの変遷をたどることは困難である。しかし、元来大型墓

上の家と同様に家をかたどって作られていた墓標が、キリスト教の影響が強まるに従っ

て一部がゴルゴダの丘へと考え替えられた可能性が指摘できよう。

これに加えて柱型墓標は、土着の農民文化の影響も受けていると思われる。墓標に施

された装飾は、ロシア北方地方の農家の装飾と非常によく似ている。平板の柱型墓標

は、屋根や柱に太陽や花をモチーフにした飾りが時に彩色されて施されており、これら

のモチーフや屋根の先端部の飾りは、ロシア北方地方の農家の屋根にある装飾に酷似し

ている。そして丸太状の柱型墓標は柱に深く入った彫りこみに幾何学的な装飾が施され

ており、やはりロシア北方の農家で柱の装飾で使われているものと非常に似通っている。

このように、柱型墓標はキリスト教による影響に加えて、ロシア北方独特の農民文化の

特徴も色濃く止めているのである。

以上のように異教時代に制作されていた各墓標は、キリスト教化に伴って異教信仰と

キリスト教の要素が混在する結果となった。新しい宗教を受け入れる際に、古代から伝

わる宗教と融合し、代替する過程はロシアのみならず世界各地でみられる現象である。

しかし、ここで注目すべきは、墓標が都市部を中心に現在の墓地でみられるような十字

架やプレート状の墓標へと移行していく中で、ヴィグ共同体周辺のみで近年まで墓上の

家や柱型墓標が保存されていたことにある。古儀式派信者が真のロシア正教の伝統とし

て保存したものが、実は異教信仰の伝統をも継承する結果となったことは非常に興味深

いことである。

4 結語

以上古儀式派ヴィグ共同体の墓標を分析した結果、次のようなことが分かった。大型

281モスクワ郊外にあるボゴヤプレーニエ（神現）修道院の 13-17世紀の墓地跡から発見された石碑を、そ

の上部にとりつけられた十字架とあわせて考慮して、ゴルゴダの丘に十字架が立っているとする説は、ベ

リャーエフが提示している (Ee⑬ es JI. A. 11epy caJI卵 c1rneMOTHBhl B Ha肛 po6皿 xcpeuHese1rnsm1 
MocKBb1. //l1epycaJIHM B pycrnoii JIHTepaType. M., 1994. C. 149.)。これに対して、オルフィンスキ

ーは今回とりあげた小型墓上の家と、聖堂徒の類似を指摘している (Op曲HHC!GlllB. rr. Y1rn3. CO'!. C. 
61.)。筆者はベリャーエフの説を支持し、小型墓上の家はゴルゴダの丘を想定して制作された可能性が高

いと考える。

29) ゴルゴダの丘の形は、普通キリストの傑刑を描いたイコンでは三段の階段状に描かれるが、古｛義式派

の蒻碑イコンでは半円状のゴルゴダの丘も見られる。
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墓上の家と柱型墓標にある墓碑イコンの構図はほぽすべて十字架を表しており、終末思

想の影響から同共同体には復活に対する願望が特に強かったと推測される。また、柱型

墓標にロシア北方地方の農家で施される装飾が残っており、同共同体はこの地方の農民

文化も吸収していたことを伺い知る事が出来る。

古儀式派共同体の、文化・芸術面についてはいまだ研究の余地が多く残されている。

古儀式派墓地に関する本調査が、古儀式派文化面での研究の一助となれば幸いである。




